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Tunisian Quartet Wins the Nobel Peace Prize 
 
概要 
2015 年 12 月 10 日、ノーベル平和賞の授賞式がノルウェーのオスロで行われた。「チュニジア国






Dialogue Quartet）」と呼ばれるチュニジアの民間 4団体である。この 4団体とは、チュニジアの労働
組合の全国組織である「チュニジア労働総同盟（Union générale tunisienne du travail： UGTT）」、
経営者の組織である「チュニジア産業・商業・手工業同盟（Union tunisienne de l’industrie, du 
commerce et de l’artisanat： UTICA）」、「チュニジア全国弁護士連盟（Ordre national des 
avocats de Tunisie）」、「チュニジア人権連盟（Ligue tunisienne de défense des droits de 
l’homme）」である。それぞれの組織の代表として、フサイン・アッバースィー（Houcine Abbassi）、
ウィダード・ブーシャマーウィー（Wided Bouchamaoui）、ムハンマド・ファーディル・マフムード




い話題をもたらした。2015 年のチュニジアでは、3 月に首都チュニスのバルドー美術館で、6 月に東
部地中海沿岸の観光地スースで、外国人観光客を狙った武装勢力による乱射殺害事件が起こってい
た。11 月にはチュニス中心部の路上で、大統領警備兵の乗ったバスを狙った自爆攻撃が起こった。
スースの事件を受け、7月 4日、ベージー・カーイド＝セブスィー（Beji Caid el-Sebsi）大統領が 1 ヵ
月の期限で緊急事態令を発し、それ以降これが延長されている。チュニジアの緊急事態令は、「アラ
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2015 年 10 月 10 日付）。「アラブの春」後、リビア、シリア、イエメンなどの国で混乱が深まるにつれ、
「アラブの春」は中東に戦乱をもたらしただけだったと一面的な評価を下す論者もいた。チュニジア 4
団体のノーベル平和賞受賞のニュースは、チュニジアが民主的手続きに則って新憲法制定（2014年




















UGTT が政党や民間団体の間の意見交換の場を提供したのはこの時が初めてではなく、2012 年 6
月にも同様の「国民対話」運動を行っていた。しかしながら、2013 年時の UGTT は単独ではなく、
チュニジア産業・商業・手工業同盟（UTICA）と弁護士団体、人権団体に呼び掛け、協力して活動を
行った。UTICA は経営者団体であり、労働組合 UGTT にとっては労使交渉における交渉相手とし
て、利害の相反する団体である。さらに、経営者の中には、ベン・アリー政権時代に汚職に関わった
                                                   
1 2013 年上半期までのチュニジア政治については、拙稿「革命後チュニジアの政治的不安定」
『アフリカレポート』No. 51（2013年）, pp. 63–78を参照。 
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者もいるとの指摘もある。この UTICA と協力体制を築いた理由について、チュニジア労働運動の研
究者ヘラ・ユースフィー（Hela Yousfi）は、UTICA との協力は国民対話運動の正当性を強めたばか
りでなく、国際的な支持を取り付けることをも可能にしたと指摘している（Le Monde ウェブサイト 2015







総連合（Confédération générale des travailleurs tunisiens）」が 1924 年に組織されたが、代表
者ムハンマド・アリー（Mohamed Ali, 1890–1928）を含む指導者たちが翌年逮捕され、組織は解散
に追い込まれた。チュニジア人による組合が次に実現するのは、第二次世界大戦後であった。

















                                                   
2 UGTTの歴史については、ケネス・パーキンズ『チュニジア近現代史』風行社, 2015年, pp. 
168–170, 194, 228–230, 292–295などを参照。 
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（2016年 1月 8日脱稿、渡邊祥子） 
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（第 5 章）、2000 年代の政治的再活性化（第
6･7章）と時系列的に叙述を進める。 
 2016年 1月 2日に処刑されたNimr al-
Nimr 師についても断片的ながら言及して
いる。著者はケンブリッジ大学に所属する
若手の研究者であり、日本の中東研究者と
も交流がある。 
（鈴木） 
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